
                                                                             

　　　　　　　　今月は PD Room 6号で紹介いたしました IGBTのスナバ回路で、紙面の関係で紹介出来ません

でしたスナバ回路定数、及びダイオードのサージ電圧発生メカニズムについて紹介いたします。

　　　　　　　ススススナナナナババババ回回回回路路路路定定定定数数数数
　　　　　　　　１）コレクタ電流クラスとスナバコンデンサ容量
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にて求めることが出来ますが、おおよその目安を下

表に示します。

左表での容量値は、主回路配線インダク

タンス値によりこれ以上の容量が必要とな

る場合が有ります。

スナバコンデンサは周波数特性の良いポ

リエステルフイルムコンデンサやオイルコ

ンデンサをご使用下さい。

　　　　　　　　２）スナバ抵抗

　　　　　　　　　　抵抗の容量は、コンデンサの容量、IGBTの駆動周波数により異なります。

　　　　　　　　　スナバに過充電された電圧Δ Vを用いると、電流 Iをターンオフした時に発生するエネルギー

eSNは　　　eSN Cs V= ´ ´0 5 2. D ・・(2)　　となり

　　　　　　　　　このエネルギーのほとんどがスナバ抵抗で消費されると考えることが出来ます。

　　　　　　　　　　電圧形インバータ回路等での出力電流を(1)式での電流 Iをピーク値とした正弦波電流とする

とスナバ回路でのエネルギは(2)式の eSNをピーク値とした正弦波状に発生すると考えること

ができます。

　　　　　　　　　　従って、PN間スナバ回路での平均発生損失PSNは上下アームのスイッチングを考慮し

　　　　　　　　　　　　PSN SN fc= ´ ´
2
p

e ・・(3)　　( fcはスイッチング周波数)　となります。

　　　　　　　　　抵抗値は IGBTターンオン時のコレクタ電流が振動しないような値を選びます。

　　　　　　　　　　　　Rs
Lsn

Cs
³ 2 ・・(4)　　　 Lsn：スナバ配線のインダクタンス

　　　　　　　　　　　尚、Rsは Csに過充電されたΔ Vを放電する抵抗となるため上限値にも注意が必要です。

　　　　　　　　３）スナバダイオード

スナバダイオードは IGBTの耐圧と同じクラスのものとし、電流定格は使用する IGBTの 1/10

～1/5以上の素子を使用下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IGBTのスナバ回路についてはこれで終了です。
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ｺﾚｸﾀ電流定格 ｽﾅﾊﾞｺﾝﾃﾞﾝｻ容量値(μ F)
　５０Ａクラス ０.１０～０.２２
　７５Ａクラス ０.１５～０.３３
１００Ａクラス ０.２２～０.６８
１５０Ａクラス ０.３３～１.００
２００Ａクラス ０.４７～１.５０
３００Ａクラス ０.６８～２.２０
４００Ａクラス １.００～３.００
６００Ａクラス ２.００～４.７０

図１ スナバ回路



　　　　　ササササーーーージジジジ電電電電圧圧圧圧のののの発発発発生生生生メメメメカカカカニニニニズズズズムムムムととととそそそそのののの対対対対策策策策（（（（ダダダダイイイイオオオオーーーードドドド））））
　　　　　　今回と次回の２回にわたり整流回路のサージ電圧発生メカニズムとその対策について述べます。

　　　　　１）スイッチの開閉に伴うサージ電圧の発生メカニズム

　　　　　　１－１）交流一次側開(オフ時)、閉(オフ時)の発生メカニズム

　　　　　　　　　変圧器が挿入されている回路で一次側の

　　　　　　　　スイッチを遮断したときの過電圧発生最悪条件は負荷側が解放状態で励磁電流を切っ

た場合で、この電圧が二次側に誘起され素子に過電圧として印可され破壊を招く原因

となります。又、スイッチの投入時は負荷側にコンデンサがあり投入位相が波高値に

なると最悪条件では２倍に達する電圧が発生しますが負荷があると大幅に低減します。

　　　　　　１－２）直流側開(オフ時)の発生メカニズム

　　　　　　　　　直流側のスイッチを開といたしますと交流側のリアクタンスに蓄積されたエネルギ

ーの放出がダイオードで阻止されるため過電圧となり素子に印可されます。

　　　　　　１－３）素子保護のための対策

　　　　　　　　　①スナバコンデンサの取り付け(Ａ－Ｋ間Ｃ)

　　　　　　　　　②アバランシェ形ダイオードの使用

　　　　　　　　　③変圧器一次側、又は二次側へのサージ抑制素子(例えば ZNR等)の挿入

　　　　　

安安安安全全全全にににに関関関関すすすするるるる注注注注意意意意
　●製品ご使用の前に個別製品の「安全上のご注意とお願い」をよくお読みの上、正しくご使用下さい

おおおお願願願願いいいい
　●本資料に記載された情報・製品や回路の使用に起因する損害または特許権その他権利の
　　侵害に関しては株式会社日立製作所は一切その責任を負いません。
　●本資料によって第三者または株式会社日立製作所の特許権その他権利の一部を許諾する
　　ものでは有りません。
　●本資料の一部または全部を当社に無断で転載または複製することを堅くお断りします。
　●本資料に記載された製品（技術）を国際的平和および安全の維持の妨げとなる使用目的
　　を有する者に再提供したり、またそのような目的に自ら使用したり第三者に使用させた
　　りしないようにお願いします。なお、輸出などされる場合は外為法の定めるところに
　　従い必要な手続きをおとりください。
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